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わが国のいじめの長期的影響に関する研究動向と展望（2）
－いじめ被害体験が対人関係に与える影響－
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要旨 本研究の目的は，1980 年から 2016 年までの 37 年間に発表されたわが国におけるいじめの長期
的影響に関する論文を対象に，いじめ被害体験が対人関係に与える影響について検討することである．
対象文献は質的研究 8 本（21 事例），量的研究 3 本であった．その結果，質的研究におけるいじめ被害
体験が対人関係に与える影響として，【他者尊重】，【精神的強さ】の肯定的影響，【同調傾向】，【他者評
価への過敏】，【人間関係構築の戸惑い】，【対人不信】，【対人恐怖】の否定的影響が明らかになった．量
的研究におけるいじめ被害体験が対人関係に与える影響として，【他者尊重】の肯定的影響，【同調傾向】，

【他者評価への過敏】の否定的影響が明らかになった．本研究からの提言として，いじめ被害体験が与
える影響としての【対人不信】や【対人恐怖】に陥っている人たちに対する心理的ケアが求められてい
ると考えられる． 

キーワード：いじめ被害体験　いじめの長期的影響　対人関係に与える影響　質的研究　量的研究

問題と目的
文部科学省の平成 28 年度「児童生徒の問題行

動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」
によれば，小中学校，高校，特別支援学校におけ
るいじめの認知件数は 323,143 件で，過去最多で
あることが分かった（文部科学省初等中等教育局
生徒指導課，2018）．

わが国の学校におけるいじめ問題は，1980 年
代以降，深刻な社会問題として国内に認知される
ようになり，研究者や教育関係者は本格的な取り
組みを行ってきたが，依然としていじめの認知件
数は憂慮すべき現状であるといえよう．

＊  かめだ　ひでこ 十文字学園女子大学人間生活学部 
＊＊ ふじえだ　しずあき 埼玉学園大学人間学部 
＊＊＊あいざわ　のぶひこ 文教大学教育学部

いじめ被害の影響には，抑うつや不安，自尊心
の低下，心身症，対人不安などの不適応症状が現
われることが明らかにされており（岡安・高山，
2000），不適応状態は少なくとも青年期後期まで
持続するといわれている（荒木，2005）．

いじめの長期的影響については，いじめられた
経験が，いじめられる状態を脱した後にも身体的
または精神的に持続的な影響を及ぼすことが報告
されている（坂西，1995；坂西・岡本，2004）．
さらに，いじめられた体験が強ければ強いほど，
長期的な影響も強くなっていると述べられている

（坂西，1995）．
しかし，いじめられた体験は，否定的影響ばか

りでなく，肯定的影響もあると坂西（1995）や香
取（1999）は指摘している． 
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「いじめの長期的影響」の期間について定義し
ている論文は見当たらないが，本研究では，坂西

（1995）も指摘しているところの，「いじめを脱し
た短期間，例えば，半年や１年という時間の経過
ではなく，それ以上の年数が経過した後のいじめ
の影響」と捉えることにする．

亀田・会沢・藤枝（2017）は，1980 年から 2016
年までのわが国におけるいじめの長期的影響に関
する研究動向を明らかにしている．亀田ら（2017）
によれば，いじめの長期的影響に関する質的研究
では，いじめ被害体験と精神障害・外傷後ストレ
ス障害に関連する研究（立花，1990；久留・餅原，
1995；細澤，2004；伊東，2009；片柳，2016）が
多くみられたという．また，いじめの長期的影響
に関する量的研究では，いじめ被害体験と身体的・
精神的・心理的影響との関連に関する研究（奥村・
川口・河原・長井，1988；坂西，1995；小熊・四
ノ宮・生村，1998；香取，1999 等）が蓄積されて
きていることを報告している．

一方，いじめ被害体験が対人関係に与える長期
的影響も重要である．つまり，小学校・中学校・
高校における過去のいじめの被害体験が，現在の
対人関係にどのような影響を与えるかについての
研究が求められる．

中島（2007）は，女子大学生 153 名を対象として，
いじめ被害体験とその影響を検討した．いじめ被
害体験の影響は，現在の自己像や対人関係の持ち
方に negative にも positive にも影響を及ぼして
いることを示唆している．

香取（1999）は，マイナスの影響としての「情
緒的不適応」，「同調傾向」，「他者評価への過敏」，
プラスの影響としての「他者尊重」，「精神的強さ」，

「進路選択への影響」の６因子を抽出している．
笠井・三屋（2004）は，いじめが対人関係のあり
方に及ぼす影響として，香取（1999）が抽出した
６因子のうち，「他者尊重」，「同調傾向」，「他者
評価への過敏」の３つが対人関係のあり方にかか
わるものであるとしている．本研究でも，笠井・
三屋（2004）にならい，香取（1999）の「他者尊重」，

「同調傾向」，「他者評価への過敏」の３因子につ
いて，対人関係と関連の深い質問項目を参考にし
て，いじめ被害体験が対人関係に与える影響につ
いて検討する．

いじめ被害体験の長期的影響には，いじめの影
響の方向性を決める要因として，いじめられた時
期，いじめの内容，いじめへの対処法が関与して
いると考えられる．坂西（1995）によれば，友人
に援助を求めることや，いじめの加害者に対して
無抵抗の姿勢ではなく，反撃するなどの積極的な
姿勢をとることが，いじめ解決への重要な鍵とな
ることを明らかにしている．本研究においても，
いじめへの対処法と対人関係に与える影響につい
て検討していくものとする．また，いじめられた
時期，いじめの内容と対人関係に与える影響につ
いても検討していく．

対人関係について，笠井・三屋（2004）は，「い
じめは人と人との関わり（対人関係）のなかで生
じるもの」として捉えている．

本研究では，1980 年から 2016 年までの 37 年
間のわが国におけるいじめの長期的影響に関する
論文を対象に，いじめ被害体験が対人関係に与え
る影響について検討することを目的とする．

方法
１．文献の抽出の方法

文献の抽出に際しては，国立国会図書館（NDL 
Search）と国立情報研究所（CiNii）を用いた．「い
じめ＋影響」，「いじめ＋予後」，「いじめ＋回復」，「い
じめ＋事例」，「いじめ＋ケース」を検索語として
検索し，1980 年から 2016 年までのわが国の学会
誌論文・大学紀要論文を抽出した．また，これら
を研究方法から質的研究と量的研究に分類した．

なお，抽出に際しては大会発表・発表要旨，資
料，シンポジウム等は対象から除外した． 

２．対象文献の分析の方法
本研究では，質的研究，量的研究を包括して分

析し，統合的に説明していくものとする．問いに



― 155 ―

わが国のいじめの長期的影響に関する研究動向と展望（2）

対する記述内容（ローデータ）をそれぞれ断片化
し，類似の文献の記述内容をまとめあげてカテゴ
リーの同定を行うものとする． 

結果と考察
１．いじめの長期的影響に関する 37 年間の論文数

いじめの長期的影響に関する論文数について
は，1980 年から 2016 年までを 10 年スパンで区
切り，みていくことにする．第Ⅰ期は，1980 年
から 1989 年，第Ⅱ期は，1990 年から 1999 年，
第Ⅲ期は，2000 年から 2009 年，第Ⅳ期は，2010
年から 2016 年とした．

第Ⅰ期は，質的研究はなく，量的研究は１本，
計１本であった．第Ⅱ期は，質的研究は３本，量

Table 1 質的研究　対象文献の概要
文献
番号

著者
（発刊年）

論文タイトル
研究方法
データ収集法

研究対象者人数・
事例；学年・年齢（性別）

重要な語句
理論等

1
久留・
餅原

（1995）

外傷後ストレス障害（PTSD）に
関する治療心理学的研究　
－極度のいじめの事例を通して－

事例研究
半構造化面接
治療過程の報告

１名
事例１：17 歳（男性）

心理療法，自律訓練の習得：
「睡眠障害」の克服

2 清水
（1998）

「いじめられ体験」が人格発達に
及ぼす阻害的影響について　
－自己愛性格症例の治療経験から－

事例研究
半構造化面接
治療過程の報告

１名
事例１：23 歳（男性）

Kohut 理論：自己愛的障害
の治療における共感の理解
を明確に位置づけた自己愛
的人格の治療

3 三浦
（2002）

いじめ過程モデルの検証　
－いじめ被害者の事例を通して－

事例研究
半構造化面接
個別の事例分析

１名
事例１：29 歳（女性）

スメルサーの集団行動理論
の援用：６段階からなる「い
じめ過程モデル」の構築

4 細澤
（2004）

いじめを契機とする外傷後ストレ
ス障害の力動的心理療法

事例研究
半構造化面接
心理療法の過程の記
述

１名
事例１：21 歳（女性）

心理療法，中核的葛藤，基
底欠損水準，力動的心理療
法，PTSD の３主徴（DSM-
Ⅳ）：①再体験，②回避・麻
痺，③覚醒亢進状態

5 伊東
（2009）

いじめから心身症状を呈した思春
期女子の心理治療過程

事例（症例）研究
半構造化面接
心理治療過程の記述

１名
事例１：13 歳（女性）

心理治療：十分なアセスメ
ントによる適切な治療，病
院，学校，家庭との連携

6
岩崎・
海蔵寺

（2011）

過去のいじめられた経験からの回
復過程について　
－自己否定感のあるクライエント
の事例を通して－

事例研究
半構造化面接
回復過程を時間の経
過に沿って報告

１名
事例１：23 歳（男性）

心理的支援，共感的理解，
客観的認知の推進

7
亀田・
相良

（2011）

過去のいじめられた体験の影響と
自己成長感をもたらす要因の検討
－いじめられた体験から自己成長
感に至るプロセスの検討－

事例研究
半構造化面接

10 名
事例１：22 歳（女性）
事例２：20 歳（女性）
事例３：21 歳（女性）
事例４：21 歳（女性）
事例５：20 歳（男性）
事例６：20 歳（女性）
事例７：20 歳（男性）
事例８：21 歳（男性）
事例９：21 歳（女性）
事例 10：21 歳（男性）

自己成長感：辛い出来事で
もその体験を経て，自己の
成長を自覚していることを

「自己成長感」と定義する

8 橋本
（2012）

リジリエンシーに関する一考察　
－いじめからの回復の語り－

事例研究
半構造化面接

５名
事例１：21 歳（女性）
事例２：22 歳（女性）
事例３：24 歳（女性）
事例４：18 歳（女性）
事例５：18 歳（女性）

リジリエンシー：危機に直
面しながらも適応に成功す
る力

的研究は７本，計 10 本であった．第Ⅲ期は，質
的研究は９本，量的研究は９本，計 18 本であった．
第Ⅳ期は，質的研究は５本，量的研究は 22 本，
計 27 本であった．

いじめの長期的影響に関する論文は，質的研究
17 本，量的研究 39 本，合計 56 本が該当した．

２．	質的研究におけるいじめ被害体験が対人関
係に与える影響

（１）対象文献の選定
分析の対象とする文献を選定するために論文の

タイトル，本文の内容を確認した．その結果，い
じめ被害体験と対人関係に与える影響との関連を
示唆している論文は 8 本あり，それらを対象文献
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Table 2 質的研究　対象文献の内容一覧

文献
番号

著者
（発刊年）

①初発のいじめからの経過年数，②いじめられた時期，③いじめの内容，④対処法，⑤対人関係に与える影響，⑥い
じめの影響

1 久留・
餅原

（1995）

事例 １：①初発から 3 年。②高校でのいじめ。③高校入学と同時に，寮生活を始めるが，正義感の強い彼に対して，
深夜に突然，極度のいじめ，暴力が数か月続いた。④無抵抗，⑥嘔吐，睡眠障害，うつ状態，無気力さなど続く。
PTSD の発現。不登校状態が続く，高校を退学し，部屋に閉じこもる。

2 清水
（1998）

事例 １：①初発から 10 年。②中学校でのいじめ。③学校のトイレに呼び出されたり，上級生の不良のリーダーから脅
しの電話があり，怖い思いをした。④無抵抗。学校では怯えながら，自分が目立たないように努めて辛うじて自分の
居場所を得ていた。⑤対人恐怖症状：対人緊張，視線恐怖など。他者への不信感，誇大感の切り離し，自己評価の低下。
⑥高１の時に，心の病を患う。以来，何年間も家に閉じこもる。　

3 三浦
（2002）

事例 １：①初発から 16 年。②中学校でのいじめ。③友人関係のこじれにより，無視されて精神的に追い込まれる。④
無抵抗，⑥いじめで落ち込む。「何もしたくない，学校にも行きたくない」と話す。いじめ体験の痛手が癒されてい
るとは言えない，そのため，母親と姉へのインタビューを実施。おとなしい性格で，口数は少ない。控えめで話しを
聞くタイプ。

4 細澤
（2004）

事例 １：①初発から 10 年。②・③小学校・中学校での言葉と暴力による慢性のいじめを経験。④無抵抗，⑥大学入学
後，高校時の恋人との別れをきっかけにＰＴＳＤ症状が発現，外傷後ストレス障害に陥る。いじめによる心的外傷，
情動の不安定，引きこもり，不眠。

5 伊東
（2009）

事例 １：①初発から２年。②小学校・中学校でのいじめ。③からかいやクラスの数名から無視される嫌がらせのいじ
めが続いている。④無抵抗。⑤情緒的不適応，他者評価への過敏傾向。⑥再度いじめを受けて，心身症状，自傷行為
を発症。いじめの状況が思い出され、不安が高まる。

6 岩崎・
海蔵寺

（2011）

事例 1：①初発から 16 年。②・③小学校・中学校でのいじめ。小学校入学時よりチック症状が出現。症状をからかわ
れるいじめが繰りかえされた。④無抵抗。⑤小学校では友だちはいない。中学では数人とだけ話しをする。対人不信感。
自己否定感。親からも教師からも心理的サポートを受けらず、孤立無援。見捨てられ不安。⑥心療内科を受診し，睡
眠導入剤，安定剤を服薬。

7 亀田・
相良

（2011）

事例 １：①初発から 12 年。②・③小学校・中学校での言葉による嫌がらせのいじめ。④母がいじめに気づいてくれた。
教師によるソーシャルサポートを得られた。⑤言い返せるようになった。自分がされて嫌なことは人にしない。⑥い
じめを乗り越えられた。いじめを通して成長できた。自分の性格がよい方向へ変わった。
事例 ２：①初発から 13 年。②・③小学校・中学校での嫌がらせや脅しによるいじめ。④自己開示（部活の顧問）。⑤
自分が言われて嫌なことは人に言わない。⑥いじめを乗り越えられた。いじめを通して成長できた。周囲にいじめを
訴えて向かっていく力があった。
事例 ３：①初発から８年。②・③部活時の無視や仲間はずれなど，中学校でのいじめ。④自己開示（父）。⑤人に流さ
れないようになった。自分で気にしないようにして、いじめを乗り越えた。精神的に強くなろうとしていた。⑥いじ
めを通して成長できた。
事例 ４：①初発から８年。②・③部活時の嫌がらせと仲間はずれ。中学校・高校のいじめ。④自己開示（母とメル友）。
メル友に気軽に相談できた。周囲の援助を得た。⑤嫌いな人でも困ったことがあれば相談に乗って楽にしてあげたい。
⑥よく耐えて乗り越えたと思う。いじめを通して成長できた。
事例 ５：①初発から 11 年。②・③小学校・中学校・高校での言葉のいじめ。④自己開示（家族・友達・先生）。泣き
ながら周囲に訴えた。やり返しているうちに、乗り越えられた。⑤いじめをされている人の辛さもわかるし、相談に
乗ることもできる。⑥いじめを通して成長できた。自分で変わる努力をした。いい経験だったと思う。
事例 ６：①初発から 13 年。②・③小学校での命令と悪口，脅しによるいじめ。④無抵抗。⑤悪口を言われていても黙っ
て聞いていた。⑥いじめを乗り越えた感じはない。いじめた子は自分と友達になりたかっただけ。このいじめがきっ
かけで成長したということはない。
事例 ７：①初発から 13 年。②・③小１・中２で友だちから石を投げられる。小学校・中学校でのいじめ。④無抵抗。
中２で両親が離婚。信頼できる友達はいない。⑤自分も他人も信じられない。自分は必要ない存在なのかなと思った。
⑥いじめは未消化のまま引きずっている。いじめを通して成長していない。
事例 ８：①初発から 13 年。②小学校・中学校・高校でのいじめ。③使いっ走り等の脅しのいじめ。④無抵抗。相談し
ても良くなるとは限らない。⑤今でも人と関わるときに戸惑う。対人関係上でいじめの影響が出ていると思う。仮面
をかぶった自分がいる。⑥いじめを通して成長したとはいえない。
事例 ９：①初発から 14 年。②・③小学校１年から中学校３年まで身体的なあだ名を言われるいじめ。親しい友達はい
ない。④母親に相談。⑤人見知りになってしまって、いじめの影響と関係があると思う。⑥いじめを乗り越えるのは
絶対に無理。思い出すと辛いし…。変えようのないことだったので，だから，余計にそれが腹立たしい。
事例 10：①初発から 11 年。②・③小学校での言葉のいじめ。④無抵抗。消極的でおとなしい。友だちはいない。⑤
いじめの影響で人前で話すのが苦手になって…。⑥今でも思い出すのでいじめは乗り越えていない。いじめを通して
成長していない。自己主張できないタイプだった。⑤いじめの影響で人前で話すのが苦手になって…。

8 橋本
（2012）

事例 １：①初発から８年。②・③中学校から高校までの言葉によるいじめ。高校においても続き、加害者側からの言
動によって今現在も傷つけられうる状態にある。④無抵抗。⑥初期のうつ病。
事例 ２：①初発から６年。②・③言葉の暴力，誹謗中傷する内容のいじめ。高校でのいじめで不登校になり，保健室
登校となる。④無抵抗。⑥心療内科へ通院。学校に通えなくなり、家に引きこもる。
事例 ３：①初発から６～８年。②・③高校で，言いがかりや一方的な嫌がらせのいじめ。何度もいじめの標的となる。
④無抵抗。⑤高校時代、いじめの影響から疑心暗鬼になる。大学における人間関係の構築において戸惑いや失敗体験
をしている。
事例 ４：①初発から８年。②・③小学校で言葉のいじめ。「キモイ」，「消えろ」など毎日のように言われるうちに「死
ななければならないのではないか」との思いが芽生えた。④無抵抗。⑤男子に対する恐怖心を抱いていた。⑥いじめ
発覚以降の長期間に渡り、体験の影響を受けていた。
事例 ５：①初発から６～ 11 年。②小・中でのいじめ。③ハンディーキャップや場面緘黙を有することを理由とした言
葉や暴力によるいじめを何度も体験した。④無抵抗。場面緘黙を有していた時期もあった。⑥強いストレスのために
円形脱毛症になることもあった。
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て整理を行った（Table2，Table 3）．
初発のいじめからの経過年数では，2 年以上 5

年未満は 2 事例，5 年以上 10 年未満は 7 事例，
10 年以上経過している事例が 12 事例であった．
初発のいじめから 10 年以上経過している事例が
半数を超えていることが分かる．

いじめられた時期（複数回答）については，小
学校でのいじめが 3 事例，中学校でのいじめが 3
事例，高校でのいじめが 3 事例であった．小学校
と中学校でのいじめは 8 事例，中学校と高校での
いじめは 2 事例，小学校と中学校と高校でのいじ
めは 2 事例であった．１つの学校段階のいじめは
9 事例であり，複数の学校段階にまたがるいじめ
が 12 事例であった．長期間にわたるいじめ被害
体験であることが分かる．

いじめの内容（複数回答）については，暴力に
よるいじめが 3 事例，嫌がらせによるいじめが

とした．内訳は，学会誌論文 2 本，大学紀要論文
6 本であった．

（２）対象文献の概要
対象文献の概要（文献番号，著者，発刊年，論

文タイトル，研究方法・データ収集法，研究対象
者，重要な語句，理論等）について，Table 1 に
示した．研究方法は，すべて事例研究であり，デー
タ収集法は半構造化面接によるものであった．対
象文献８本における事例は計 21 事例であり，男
性７名，女性 14 名であった．

事例の表記の仕方は，まず，文献番号を記し，
続いて文献内の事例の順番を示している．

（３）対象文献の内容
分析対象となった８本の文献，21 事例につい

て，①初発のいじめからの経過年数，②いじめら
れた時期，③いじめの内容，④対処法，⑤対人関
係に与える影響，⑥いじめの影響，の６点につい

Table 3　質的研究　対象文献の要点一覧

文献番号
事例番号
（性別）

経過年数

いじめの時期 いじめの内容 対処法 対人関係への影響 いじめの影響　　
小
学
校

中
学
校

高
校

暴
力

嫌
が
ら
せ

仲
間
外
れ

脅
し

無
抵
抗

相
談
し
た

周
囲
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

他
者
尊
重

精
神
的
強
さ

同
調
傾
向

他
者
評
価
へ
の
過
敏

人
間
関
係
構
築
の
戸
惑
い

対
人
不
信

対
人
恐
怖

不
登
校

引
き
こ
も
り

心
療
内
科
受
診
等

心
の
病
・
う
つ
病

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
発
現

1 － 1（男性） 3 年 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2 － 1（男性） 10 年 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3 － 1（女性） 16 年 〇 〇 〇
4 － 1（女性） 10 年 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5 － 1（女性） 2 年 〇 〇 〇 〇 〇
6 － 1（男性） 16 年 〇 〇 〇 〇 〇 〇
7 － 1（女性） 12 年 〇 〇 〇 〇 〇 〇
7 － 2（女性） 13 年 〇 〇 〇 〇 〇 〇
7 － 3（女性） 8 年 〇 〇 〇 〇 〇
7 － 4（女性） 8 年 〇 〇 〇 〇 〇 〇
7 － 5（男性） 11 年 〇 〇 〇 〇 〇 〇
7 － 6（女性） 13 年 〇 〇 〇 〇 〇
7 － 7（男性） 13 年 〇 〇 〇 〇 〇
7 － 8（男性） 13 年 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
7 － 9（女性） 14 年 〇 〇 〇 〇 〇
7 － 10（男性） 11 年 〇 〇 〇 〇
8 － 1（女性） 8 年 〇 〇 〇 〇 〇
8 － 2（女性） 6 年 〇 〇 〇 〇 〇 〇
8 － 3（女性） 6 ～ 8 年 〇 〇 〇 〇
8 － 4（女性） 8 年 〇 〇 〇 〇
8 － 5（女性） 6 ～ 11 年 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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10 事例，仲間外れによるいじめが 1 事例，脅し
によるいじめが 2 事例であった．暴力と嫌がらせ
によるいじめが 1 事例，嫌がらせと脅しによるい
じめが 2 事例，暴力と仲間外れによるいじめが 2
事例であった．

いじめへの対処法では，何もしなかった「無抵
抗」が 13 事例，「相談した」が 6 事例，「周囲から
のサポート」のあった事例は 2 事例である．「相
談した」6 事例のうち 5 事例が女性であった．嶋

（1992）によれば，「男性は困難な問題に遭遇した
場合でも，他者からの援助を受けずに独力でそれ
を解決することが期待されがちである」と述べて
おり，本研究結果にも当てはまると考えられる．

対人関係以外のいじめの影響については，心療
内科受診に至った事例（6 － 1），心の病・うつ病
に該当した事例（8 － 1），不登校・引きこもり・
PTSD の発現に至った事例（1 － 1），引きこもり・

Table 4 質的研究におけるいじめ被害体験が対人関係に与える影響

　肯定的影響
【他者尊重】
「自分がされて嫌なことは人にしない」7 － 1
「自分が言われて嫌なことは人に言わない」7 － 2
「嫌いな人でも困ったことがあれば相談に乗って楽にして
あげたい」7 － 4

「いじめをされている人の辛さもわかるし、相談に乗るこ
ともできる」7 － 5

【精神的強さ】
「言い返せるようになった」7 －１
「人に流されないようになった」7 － 3

　否定的影響
【同調傾向】
「悪口を言われても黙って聞いていた」7 － 6
「仮面をかぶった自分がいる」7 － 8
「場面緘黙を有していた時期もあった」8 － 5
「自分で目立たないように努めた」2 － 1

【他者評価への過敏】
「他者評価への過敏傾向」5 － 1
「今でも人と関わるときに戸惑う」7 － 8
「人前で話すのが苦手になって」7 － 10

【人間関係構築の戸惑い】
「人間関係の構築において戸惑いや失敗体験をしている」8 － 3

【対人不信】
「他者への不信感」2 － 1
「対人不信感」6 － 1
「自分も他人も信じられない」7 － 7
「人見知りになってしまって」7 － 9

【対人恐怖】
「対人恐怖症状：対人緊張，視線恐怖」2 － 1
「男子に対する恐怖心を抱いた」8 － 4

心の病・うつ病に該当する事例（2 － 1），引きこ
もり・PTSD の発現に至った事例（4 － 1），不登校・
引きこもり・診療内科受診に該当した事例（8 － 2）
の 6 事例が該当した．心療内科受診，うつ病，
PTSD の発現等，精神疾患に至るという深刻な状
況に陥っていることが分かる．

（４）	いじめ被害体験が対人関係に与える影響の
検討

いじめ被害体験が対人関係に与える影響につい
て，Table 4 に示した．21 事例から本テーマに対
する記述内容（ローデ－タ）をそれぞれ断片化し，
類似の文献の記述内容をまとめあげてカテゴリー
の同定を行った．本文中では記述内容は「　」，
カテゴリーは【　】で表記した． 

その結果，【他者尊重】，【精神的強さ】，【同調
傾向】，【他者評価への過敏】，【人間関係構築の戸
惑い】，【対人不信】，【対人恐怖】の 7 つのカテゴ
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リーにまとめられ，計 20 の記述内容から構成さ
れた．7 つのカテゴリーについて述べていくが，
いじめられた時期，いじめの内容，対処法につい
ては Table 2 と Table 3 を参照されたい．
【他者尊重】では，事例 7 － 1，7 － 2，7 － 4，

7 － 5 の 4 事例，4 つの記述内容が該当した．い
じめられた時期は小学校と中学校に該当するもの
が 2 事例，中学校と高校に該当するものが 1 事例，
小学校と中学校と高校に該当するものが 1 事例で
あった．1 つの学校段階ではなく，4 事例とも複
数の学校段階でのいじめであることが分かった．

いじめの内容は，嫌がらせが 2 事例，嫌がらせ
と脅しによるものが 1 事例，嫌がらせと仲間外れ
によるものが 1 事例であった．嫌がらせによるい
じめは 4 事例に当てはまっていた．対処法は，「相
談した」に該当するものが 3 事例であり，1 事例
は母が気づいてくれた「周囲からのサポート」で
あった．

いじめられた時期は，4 事例とも複数の学校段
階でのいじめであり，いじめの内容によるものは，
嫌がらせによるものが 4 事例該当した．対処法で
は，「相談した」もしくは，「周囲からのサポート」
によるものであった．対人関係に与える影響とし
ての【他者尊重】に至るには，相談という積極的
な対処法や周囲からのサポートが関連していると
思われる．相談することや周囲からのサポートに
より，いじめを乗り越えやすくなり，いじめ被害
体験を糧に【他者尊重】に至ったと考えられる．
【精神的強さ】では，事例 7 － 1，7 － 3 の 2 事

例で，2 つの記述内容が該当した．いじめられた
時期は，中学校に該当するものが 1 事例，小学校
と中学校に該当するものが 1 事例であった．いじ
めの内容は，嫌がらせによるものが 1 事例，嫌が
らせと仲間外れによるものが 1 事例であった．対
処法は，「相談した」に該当するものが 1 事例，「周
囲のサポート」に該当するものが 1 事例であった．

対人関係に与える影響としての【精神的強さ】
は，2 事例とも嫌がらせによるいじめが該当して
いる．対処法は積極的な対処法である「相談した」，

または，「周囲のサポート」であった．【精神的強さ】
に至るには，積極的な対処法を取り，言い返せる
ようになったり（7 － 1），人に流されないように
なったり（7 － 3）していることが分かる．

いじめに遭った時に，積極的に相談して対処し
たり，自分で言い返したりして対処したりする姿
勢をもつことによって，いじめが解消されること
が示唆された．このことは，自分の力で解決した
という自信や自己効力感につながるものであろ
う．いじめ被害体験を糧に精神的に強くなれたと
プラスの解釈に至ったものと考えられる．
【同調傾向】は，事例 2 － 1，7 － 6，7 － 8，8

－ 5 の 4 事例で，4 つの記述内容が該当した．い
じめられた時期は，小学校に該当するものが 1 事
例，中学校に該当するものが 1 事例，小学校と中
学校に該当するものが 1 事例，小学校と中学校と
高校に該当するものが１事例であった．

いじめの内容は，脅しによるものが 2 事例，嫌
がらせと脅しによるものが 1 事例，暴力と嫌がら
せによるものが 1 事例である．対処法は，何もし
なかった「無抵抗」に該当するものが 4 事例であ
る．脅しに該当するいじめが 3 事例あるが，脅さ
れることにより恐怖心を抱き，再び，脅しを受け
ることがないように周囲に同調することが予想さ
れる．
【他者評価への過敏】は，事例 5 － 1，7 － 8，7

－ 10 の 3 事例で，3 つの記述内容が該当した．
いじめられた時期は，小学校に該当するものが 1
事例，小学校と中学校に該当するものが 1 事例，
小学校と中学校と高校に該当するものが 1 事例で
ある．いじめの内容は，嫌がらせによるものが 2
事例，脅しによるものが 1 事例であった．対処法
は，何も対処しなかった「無抵抗」によるものが
3 事例であった．嫌がらせや脅しによるいじめは，
再び繰り返されることのないように，他者からの
評価に過敏になってしまうことが予想される．
【人間関係構築の戸惑い】は，事例 8 － 3 の 1

事例で，1 つの記述内容が該当した．いじめられ
た時期は，高校であり，いじめの内容は嫌がらせ
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によるものであった．対処法は「相談した」である．
高校という発達段階でのいじめは，自我同一性の
確立が課題でもあり，その後の人間関係構築への
戸惑いを生じさせてしまうことが示唆された．
Table 5 量的研究　対象文献の概要

文献 
番号

著者
（発刊年）

論文タイトル 研究方法
研究対象者人数・
事例；学年・年齢（性別）

重要な語句

1
笠井・
三屋

（2004）

いじめ経験が対人関係のあり方に
及ぼす影響

質問紙調査
私立大学の学生・447 名

（男子 216 名・女子 231 名）
いじめの役割，被害者，
加害者，傍観者

2
野中・
永田

（2010）

過去のいじめ体験が青年期に及ぼ
す影響
－体験の時期と発達の関連－

質問紙調査 大学生（男女 396 名）
同調傾向，自尊感情，
他者評価への過敏

3
山口・
長野

（2012）

過去のいじめられた体験が青年期
の友人関係に及ぼす影響

質問紙調査
大学１年生・337 名

（男子 129 名，女子 208 名）
過去のいじめ体験，
青年期，友人関係

Table 6 量的研究　対象文献の内容一覧
文献
番号

著者
（発刊年）

①調査内容，②いじめられた時期，③いじめの内容，④対処法，⑤対人関係関係に与える影響

1 笠井・
三屋

（2004）

①いじめ経験の有無・役割と影響の有無・程度，②被害者は男子 34 名（21.8％），女子 59 名（30.4％），③いじめ
の内容については触れていない，④対処法については触れていない，⑤１）他者尊重：「相手の気持ちや立場を考
えながら自分の意見を述べる」，男子では影響あり 22 名（64.7％），女子は 56 名（94.9％）で有意差が認められ，
女子の方が影響を受けている者が多い，２）他者尊重：「人に思いやりを持って接するようになった」，男子では
影響あり 22 名（64.7％），女子では 51 名（86.4％）で有意差が認められ，女子の方が影響を受けている者が多い，３）
他者尊重：「自分がされて嫌なことは人にしなくなった」，男子では影響あり 25 名（73.5％），女子では 53 名（89.8％）
で有意差が認められ，女子の方が影響を受けている者が多い，４）同調傾向：「みんなと同じにしようと思うよう
になった」，男子では影響あり９名（26.5％），女子では 26 名（44.1％）で有意な傾向が認めれれ，女子の方が影
響を受けている者が多い傾向がある，５）他者評価への過敏：「嫌われないよう人に気をつかうようになった」，
男子では影響あり 18 名（52.9％），女子は 45 名（76.3％）で有意差が認められ，女子の方が影響を受けている者
が多い，６）他者評価への過敏：「人の態度に敏感になった」，男子では影響あり 20 名（58.8％），女子は 49 名（83.1％）
で有意差が認められ，女子の方が影響を受けている者が多い，７）他者評価への過敏：「人からどのように思われ
ているかが気になるようになった」，男子では影響あり 24 名（70.6％），女子は 51 名（86.4％）で有意な傾向が認
められ，女子の方が影響を受けている者が多い傾向にある，８）他者評価への過敏：「誰かと一緒にいないと不安
になるようになった」，男子では影響あり９名（26.5％），女子では 27 名（45.8％）で性差について有意な傾向が
認められ，女子の方が影響を受けている者が多い傾向にある。

2 野中・
永田

（2010）

①いじめ体験の時期とその後の影響との関係について，②いじめ“体験のある群”は，311 人（78.5％），“体験な
い群”は 85 人（21.5％）であった。男子のいじめ体験は，124 人（74.7％），女子のいじめ体験は，187 人（81.3％）
であった。いじめ体験の時期は，小学校・中学校が 25.9％，中学校が 16.7％，小学校が 15.7％，小学校・中学校・
高校が 10.2％，中学校・高校が 9．8％，高校が 7.9％であった。３）複数時期は全体の 57.7％である。⑤１）小学
校以前・小学校時期のいじめ体験の影響“同調傾向”は，その後の自尊感情に影響を及ぼす。同調傾向が増せば
増すほど，他者に同調しようとすることにより，自尊感情も高くなる。２）中学校時期のいじめ体験の影響“他
者評価への過敏”は，その後の友人関係に影響を及ぼす。他者への評価が過敏になればなるほど友人関係は深まる。
複数時期のいじめ体験の影響“他者評価への過敏”は，その後の友人関係に影響を及ぼす。他者への評価が過敏
になればなるほど友人関係は深まる。

3 山口・
長野

（2012）

①過去のいじめられた体験が友人関係の希薄化に及ぼす影響について，②被害者の経験をしている人は全体の
32％，被害者は男性が 18 名（14％），女性が 42 名（20％）である。いじめられた時期は，小学校から中学校にか
けていじめられる体験をしている人が多い。③いじめの内容では，男性は「嫌がらせ」が多く，女性は「嫌がらせ」
と「仲間はずれ」が多い。④いじめの対処法については，「自分だけで反撃した」という学生は 13 名（21.7％）で
あった。男性７名（38.9％），女性６名（14.3％）であった。⑤被害者は，「被害者かつ加害者」と「無関係」より
も傷つけられることを回避し，被害者は，「被害者かつ加害者」よりも傷つけることを回避する傾向があり，被害
者においてはいじめ体験が何らかの形でその後の友人関係に影響していることが示唆された。

【対人不信】は，事例 2 － 1，6 － 1，7 － 7，7
－ 9 の 4 事例で，4 つの記述内容が該当した．い
じめられた時期は，中学校に該当するものが 1 事
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例であり，小学校と中学校に該当するものが 3 事
例であった．いじめの内容は，嫌がらせによるも
のが 2 事例，脅しによるものが 1 事例，暴力によ
るものが 1 事例である．対処しなかった「無抵抗」
に該当するものは 3 事例，「相談した」に該当す
るものが 1 事例であった．小学校と中学校の 2 つ
の学校段階でのいじめは 3 事例が該当している
が，学校段階が変わっても長期にわたりいじめを
受けることで，対人不信を抱いてしまうことが示
唆された．
【対人恐怖】は，事例 2 － 1，8 － 4 の 2 事例で，

2 つの記述内容が該当した．いじめられた時期は，
小学校に該当するものが 1 事例，中学校に該当す
るものが 1 事例であった．いじめの内容は，脅し
によるいじめが 1 事例，嫌がらせによるいじめが
1 事例であり，対処法は何も対処しなかった「無
抵抗」が 1 事例，「周囲のサポート」が 1 事例であっ
た．1 つの学校段階のいじめであっても，いじめ
の内容やいじめの質により，対人恐怖を感じて心
に大きな傷として残ることが予想できる．

3．	 量的研究におけるいじめ被害体験が対人関
係に与える影響

（１）	対象文献の選定
分析の対象とする文献を選定するために論文の

タイトル，本文の内容を確認した．その結果，い
じめの被害体験が対人関係に与える影響について
検討している論文は 3 本あり，それらを対象文献
とした．3 本とも大学紀要論文であった．

（２）	対象文献の概要
対象文献の概要（文献番号，著者，発刊年，論

文タイトル，研究方法，研究対象者，重要な語句）
について，Table 5 に示した．研究方法は，すべ
て質問紙調査によるものであり，研究対象者は大
学生であった．

（３）	対象文献の内容
分析対象となった 3 本の文献について，①調査

内容，②いじめられた時期，③いじめの内容，④
対処法，⑤対人関係に与える影響，の５点につい

て整理を行った（Table 6）．
（４）	いじめ被害体験が対人関係に与える影響の

検討
いじめ被害体験が対人関係に与える影響につい

て，Table 7 に示した．3 つの文献から問いに対
する記述内容（ローデ－タ）をそれぞれ断片化し，
類似の文献の記述内容をまとめあげてカテゴリー
の同定を行った．本文中では記述内容は「　」，
カテゴリーは【　】で表記した． 

その結果，【他者尊重】，【同調傾向】，【他者評
価への過敏】の 3 つのカテゴリーにまとめられ，
計 11 の記述内容から構成された．
【他者尊重】に関する記述内容は，文献 1 にお

いて 3 つ該当した．文献 1 － 1）「相手の気持ち
や立場を考えながら自分の意見を述べる」，文献
1 － 2）「人に思いやりを持って接するようになっ
た」，文献 1 － 3）「自分がされて嫌なことは人に
しなくなった」の各々に対して，「影響あり」の結
果を得ており，いずれも女子は男子よりも影響を
受けている者が有意に多いことが明らかとなっ
た．いずれの項目も円滑な対人関係の形成に資す
る内容のものであると考えられる．

いじめられた体験により，【他者尊重】という
肯定的な影響を男子も女子も受けており，男子よ
りも女子の方が影響を強く受けていることが明ら
かになった．
【同調傾向】は，文献 1 と 2 において，2 つの記

述内容が該当した．文献 1 － 4）では，「みんなと
同じようにしようと思うようになった」の項目に
対して，女子は男子よりも影響を受けている者が
有意に多いことが明らかとなった．文献 2 － 1）
によれば，小学校以前・小学校時期のいじめ体験
の影響における“同調傾向”が増加するほど自尊
感情が高くなるという．

同調傾向はマイナスの影響に捉えられがちであ
るが，野中・永田（2010）は，その後の自尊感情
に影響を与え，自尊感情を高めるというプラスの
影響もあると指摘している．しかしながら，「同調」
は，自己防衛的な回避傾向と解釈することもでき，

Table 6 量的研究　対象文献の内容一覧
文献
番号

著者
（発刊年）

①調査内容，②いじめられた時期，③いじめの内容，④対処法，⑤対人関係関係に与える影響

1 笠井・
三屋

（2004）

①いじめ経験の有無・役割と影響の有無・程度，②被害者は男子 34 名（21.8％），女子 59 名（30.4％），③いじめ
の内容については触れていない，④対処法については触れていない，⑤１）他者尊重：「相手の気持ちや立場を考
えながら自分の意見を述べる」，男子では影響あり 22 名（64.7％），女子は 56 名（94.9％）で有意差が認められ，
女子の方が影響を受けている者が多い，２）他者尊重：「人に思いやりを持って接するようになった」，男子では
影響あり 22 名（64.7％），女子では 51 名（86.4％）で有意差が認められ，女子の方が影響を受けている者が多い，３）
他者尊重：「自分がされて嫌なことは人にしなくなった」，男子では影響あり 25 名（73.5％），女子では 53 名（89.8％）
で有意差が認められ，女子の方が影響を受けている者が多い，４）同調傾向：みんなと同じにしようと思うよう
になった，男子では影響あり９名（26.5％），女子では 26 名（44.1％）で有意な傾向が認めれれ，女子の方が影響
を受けている者が多い傾向がある，５）他者評価への過敏：嫌われないよう人に気をつかうようになった，男子
では影響あり 18 名（52.9％），女子は 45 名（76.3％）で有意差が認められ，女子の方が影響を受けている者が多い，
６）他者評価への過敏：人の態度に敏感になった，男子では影響あり 20 名（58.8％），女子は 49 名（83.1％）で
有意差が認められ，女子の方が影響を受けている者が多い，７）他者評価への過敏：人からどのように思われて
いるかが気になるようになった，男子では影響あり 24 名（70.6％），女子は 51 名（86.4％）で有意な傾向が認め
られ，女子の方が影響を受けている者が多い傾向にある，８）他者評価への過敏：誰かと一緒にいないと不安に
なるようになった，男子では影響あり９名（26.5％），女子では 27 名（45.8％）で性差について有意な傾向が認め
られ，女子の方が影響を受けている者が多い傾向にある。

2 野中・
永田

（2010）

①いじめ体験の時期とその後の影響との関係について，②いじめ”体験のある群”は，311 人（78.5％），”体験な
い群”は 85 人（21.5％）であった。男子のいじめ体験は，124 人（74.7％），女子のいじめ体験は，187 人（81.3％）
であった。いじめ体験の時期は，小学校・中学校が 25.9％，中学校が 16.7％，小学校が 15.7％，小学校・中学校・
高校が 10.2％，中学校・高校が 9．8％，高校が 7.9％であった。３）複数時期は全体の 57.7％である。⑤１）小学
校以前・小学校時期のいじめ体験の影響”同調傾向”は，その後の自尊感情に影響を及ぼす。同調傾向が増せば
増すほど，他者に同調しようとすることにより，自尊感情も高くなる。２）中学校時期のいじめ体験の影響”他
者評価への過敏”は，その後の友人関係に影響を及ぼす。他者への評価が過敏になればなるほど友人関係は深まる。
複数時期のいじめ体験の影響”他者評価への過敏”は，その後の友人関係に影響を及ぼす。他者への評価が過敏
になればなるほど友人関係は深まる。

3 山口・
長野

（2012）

①過去のいじめられた体験が友人関係の希薄化に及ぼす影響について，②被害者の経験をしている人は全体の
32％，被害者は男性が 18 名（14％），女性が 42 名（20％）である。いじめられた時期は，小学校から中学校にか
けていじめられる体験をしている人が多い。③いじめの内容では，男性は「嫌がらせ」が多く，女性は「嫌がらせ」
と「仲間はずれ」が多い。④いじめの対処法については，「自分だけで反撃した」という学生は 13 名（21.7％）で
あった。男性７名（38.9％），女性６名（14.3％）であった。⑤被害者は，「被害者かつ加害者」と「無関係」より
も傷つけられることを回避し，被害者は，「被害者かつ加害者」よりも傷つけることを回避する傾向があり，被害
者においてはいじめ体験が何らかの形でその後の友人関係に影響していることが示唆された。
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対人関係において，消極的姿勢をもたらすことに
もつながる恐れがあるともいえるだろう．
【他者評価への過敏】は，文献 1 では 4 つの記

述内容，文献 2 では 2 つの記述内容が該当した．
文献 1 － 5）では，「嫌われないよう人に気をつ

かうようになった」の項目，文献 1 － 6）では，「人
の態度に敏感になった」の項目，文献 1 － 7）では，

「人からどのように思われているかが気になるよ
うになった」の項目，文献 1 － 8）では，「誰かと
一緒にいないと不安になるようになった」の各々
の項目に対して，女子は男子よりも他者に影響を
受けている者が有意に多いことが明らかとなっ
た．他者評価への過敏は度が過ぎると対人場面の
回避などの望ましくない行動が生じる恐れがある
と考えられる．

文献 2 － 2）の中学校時期のいじめ体験の影響

Table 7 量的研究におけるいじめ被害体験が対人関係に与える影響

　肯定的影響
【他者尊重】
１－１）他者尊重：「相手の気持ちや立場を考えながら自
分の意見を述べる」，影響あり：男子 22 名（64.7％）＜女
子 56 名（94.9％）
１－２）他者尊重：「人に思いやりを持って接するように
なった」，影響あり：男子 22 名（64.7％）＜女子 51 名（86.4％）
１－３）他者尊重：「自分がされて嫌なことは人にしなく
なった」，影響あり：男子 25 名（73.5％）＜女子 53 名（89.8％）

　否定的影響
【同調傾向】
１－４）同調傾向：「みんなと同じにしようと思うように
なった」，影響あり：男子９名（26.5％）＜女子 26 名（44.1％）
２－１）小学校以前・小学校時期のいじめ体験の影響“同
調傾向”：その後の自尊感情に影響を及ぼす。同調傾向が
増せば増すほど，他者に同調しようとすることにより，自
尊感情も高くなる。

【他者評価への過敏】
１－５）他者評価への過敏：「嫌われないよう人に気をつ
かうようになった」，影響あり：男子 18 名（52.9％）＜女
子 45 名（76.3％）
１－６）他者評価への過敏：「人の態度に敏感になった」，
影響あり：男子 20 名（58.8％）＜女子 49 名（83.1％）
１－７）他者評価への過敏：「人からどのように思われて
いるかが気になるようになった」，影響あり：男子 24 名

（70.6％）＜女子 51 名（86.4％）
１－８）他者評価への過敏：「誰かと一緒にいないと不安
になるようになった」，男子では影響あり９名 (26.5％ )，女
子 27 名 (45.8％ )
２－２）中学校時期のいじめ体験の影響“他者評価への過
敏”：その後の友人関係に影響を及ぼす。他者への評価が
過敏になればなるほど友人関係は深まる。
２－３）複数時期のいじめ体験の影響“他者評価への過敏”：
その後の友人関係に影響を及ぼす。他者への評価が過敏に
なればなるほど友人関係は深まる。

における“他者評価への過敏”，文献 2 － 3）の複
数時期のいじめの影響における“他者評価への過
敏”については，その後の友人関係において，他
者への評価が過敏になればなるほど友人関係は深
まることが示唆された．

4．	 質的研究と量的研究に共通するいじめ被害
体験が対人関係に与える影響の検討

質的研究と量的研究に共通して抽出された 3 つ
のカテゴリー，【他者尊重】，【同調傾向】，【他者
評価への過敏】に注目して考察する．

質的研究における【他者尊重】では，4 つの記
述内容があげられた．たとえば，「自分がされて
嫌なことは人にしない」（7 － 1），「自分が言われ
て嫌なことは人に言わない」（7 － 2）である．こ
れは，量的研究おける【他者尊重】での，「自分が
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されて嫌なことは人にしなくなった」の項目と一
致していることが分かる．いじめを体験すること
により，自分が受けた辛い体験は，人に味わわせ
たくないというプラスの考えを持つようになるこ
とが，質的研究からも量的研究からも示唆された
といえよう．

質的研究における【同調傾向】をみていくと，
記述内容の「悪口を言われても黙っていた」（7 －
6）は，香取（1999）の抽出した同調傾向の「自分
の考えや意見をいうのを抑えるようになった」の
項目に一致するものである．また，記述内容の「仮
面をかぶった自分がいる」（7 － 8），「場面緘黙を
有していた時期もあった」（8 － 5），「自分で目立
たないように努めた」（2 － 1）は，香取（1999）
の抽出した同調傾向の「目立たないようにしよう
と思うようになった」の項目に一致するものであ
る．

いじめられた体験により，自分の考えや意見を
言うことを抑えたり，目立たないように周囲に同
調したりして，再び，いじめ被害に遭わないよう
に自分を守っていることが示唆されたと言えよ
う．

量的研究における【同調傾向】では，「みんなと
同じようにしようと思うようになった」（1 － 4）
の項目があげられている．また，2 － 1）では，
小学校以前・小学校時期のいじめ体験の影響にお
ける“同調傾向”は，同調傾向が増せば増すほど，
他者に同調しようとすることにより，自尊感情も
高くなることが報告された．同調傾向が増すこと
により，自尊感情も高くなるという現象は，今後
の研究における新たな視点として捉えられるもの
であろう．

質的研究における【他者評価への過敏】では，「他
者評価への過敏傾向」（5 － 1），「今でも人と関わ
るときに戸惑う」（7 － 8），「人前で話すのが苦手
になって」（7 － 10）という 3 つの記述内容が抽
出された．これは，香取（1999）の抽出した他者
評価への過敏の「人の態度に過敏になった」，「人
からどのように思われているのか気になるように

なった」に一致するものと考えられる．量的研究
における【他者評価への過敏】においても，「人の
態度に過敏になった」（1 － 6），「人からどのよう
に思われているのか気になるようになった」（1
－ 7）があげられている．さらに，「嫌われないよ
うに人に気をつかうようになった」（1 － 5），「誰
かと一緒にいないと不安になるようになった」（1
－ 8）という記述も存在した．質的研究からも量
的研究からも，いじめ被害体験により他者評価へ
の過敏傾向が強くなることが示唆されたといえよ
う．

文献 2 － 2）中学校時期のいじめ体験の影響に
おける“他者評価への過敏”，文献 2 － 3）複数時
期のいじめ体験の影響における“他者評価への過
敏”は，他者への評価が過敏になればなるほど友
人関係は深まることを示唆している．他者評価へ
の過敏傾向が強まることで，相手の気持ちや評価
をいち早く汲み取ることができるようになり，結
果として，友人関係が深まっていくのであろう．

5．	 質的研究のみにみられるいじめ被害体験が
対人関係に与える影響の検討

質的研究のみに抽出されたカテゴリーは，【精
神的強さ】，【人間関係構築の戸惑い】，【対人不信】，

【対人恐怖】の４つが該当した．
【精神的強さ】では，「言い返せるようになった」

（7 － 1），「人に流されないようになった」（7 － 3）
の記述内容である．いじめられた体験を糧に，言
い返すことの大切さや人に流されない強さを体得
したものと考えられる．【人間関係構築の戸惑い】
については，「人間関係の構築において戸惑いや
失敗体験している」（8 － 3）の記述内容であり，
いじめられた体験の影響として人間関係の構築に
影響を与えていることが分かる．【対人不信】に
おいては，「他者への不信感」（2 － 1）のみでなく，

「自分も他人も信じられない」（7 － 7）状態に陥っ
ていることが分かる．【対人恐怖】では，対人緊張，
視線恐怖の「対人恐怖症状」（2 － 1）をあげており，
また，「男子に対する恐怖心を抱いた」（8 － 4）
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ことも明らかになった．
質的研究によって，量的研究では捉えることの

できない個々のいじめ被害体験による影響が示唆
されることから，質的研究は量的研究を補完する
ものであるといえよう．

本研究からの提言と今後の課題
本研究の目的は，1980 年から 2016 年までの 37

年間のわが国におけるいじめの長期的影響に関す
る論文を対象に，いじめ被害体験が対人関係に与
える影響について検討することであった．

その結果，質的研究におけるいじめ被害体験が
対人関係に与える影響として，【他者尊重】，【精
神的強さ】，【同調傾向】，【他者評価への過敏】，【人
間関係構築の戸惑い】，【対人不信】，【対人恐怖】
の 7 つのカテゴリーが明らかになった．

いじめ被害体験が対人関係に与える影響には，
【他者尊重】や【精神的強さ】の肯定的影響がみら
れた．いじめ被害体験から，いじめを乗り越え，
それを糧に【他者尊重】や【精神的強さ】が培われ
たものと考えられる．

坂西（1995）の研究では，いじめ被害体験によ
る苦痛が大きい人は，苦痛が小さい人に比べて，

「相手の気持ちをよく考えるようになった」，「我
慢強くなった」等の【他者尊重】や【精神的強さ】
に該当する項目得点が有意に高く，いじめ被害体
験が必ずしもマイナスの影響のみを与えるもので
はないことを報告しており，本研究結果とも一致
する．

一方，否定的影響の【同調傾向】や【他者評価
への過敏】については，いじめ被害体験から自分
を守る一つの方法として，同調したり，他者評価
に過敏になったりすると考えられる．

さらに，いじめ被害体験として【対人不信】や【対
人恐怖】の否定的影響が明らかになった．荒木

（1996）は，いじめ被害体験者は対人関係の不安
で悩む者が多く，視線恐怖，自己臭恐怖などの対
人恐怖の症状を呈する者もいると指摘している．
また，岡田・永井（1990）によれば，いじめ被害

体験者はそうでない者に比べ，その後抑うつ的で，
自己評価が低くなり，それに伴って対人恐怖心性
が高くなるであろうと推測している．

石橋・若林・内藤・鹿野（1999）は，対人恐怖
に至るプロセスについて言及している．いじめ被
害体験者はいじめを受けた際に，「自分に何か欠
点があるからいじめられる」というようにいじめ
られる理由を考えることに捉われると指摘してい
る．そのため，自分の欠点を必要以上に意識し，
対人場面における緊張感の高まり，人を不快にさ
せるのではないかという「関係の自己意識」の混
乱を生み出し，これらの悪循環にとらわれ，「内
省的自己意識」が低下していき，対人恐怖的とな
ることが考えられると報告している．

１つ目の提言として，これらの知見からも，い
じめ被害体験が与える影響としての【対人不信】
や【対人恐怖】に陥っている人たちに対する心理
的なケアが求められると考えられる．

量的研究におけるいじめ被害体験が対人関係に
与える影響として，【他者尊重】の肯定的影響，【同
調傾向】，【他者評価への過敏】の否定的影響が明
らかになった．

笠井・三屋（2004）の研究では，【同調傾向】の「み
んなと同じようにしようと思うようになった」の
項目に対して，女子は男子よりも影響を受けてい
る者が多いことを報告している．また，【他者評
価への過敏】では，「嫌われないよう人に気をつ
かうようになった」の項目，「人の態度に敏感に
なった」の項目，「人からどのように思われてい
るかが気になるようになった」の項目，「誰かと
一緒にいないと不安になるようになった」の各々
の項目に対して，女子は男子より影響を受けてい
る者が多いことが示唆された．

いじめ被害体験が対人関係に与える影響として
の【同調傾向】や【他者評価への過敏】の性差につ
いて，三島（1997）は，集団のなかで起きるいじ
めは女子に多いこと，排他性・親密性は女子の方
が高いことを明らかにしている．いじめが関係性
を利用した攻撃であれば，関係性が密なほどダ



― 165 ―

わが国のいじめの長期的影響に関する研究動向と展望（2）

メージが大きいことを示唆している．
2 つ目の提言として，いじめ被害体験が対人関

係に与える影響としての【同調傾向】や【他者評
価への過敏】について，どのような心理的ケアが
求められるかについての検討が必要である．

質的研究と量的研究に共通して抽出されたの
は，【他者尊重】，【同調傾向】，【他者評価への過敏】
の 3 つのカテゴリーであった．また，質的研究の
みに抽出されたカテゴリーは，【精神的強さ】，【人
間関係構築の戸惑い】，【対人不信】，【対人恐怖】
の 4 つのカテゴリーであった．一方の研究結果を
もう一方の研究結果で裏づけることや，より深い
理解を求めて２つのアプローチを補完していくこ
とも重要であるといえよう．

今後の課題は，研究方法についてである．質的
研究と量的研究の特徴を理解しつつ，質的研究お
よび量的研究を組み合わせ，統合して分析を行う
ことで，研究テーマに沿ったより深い結果が得ら
れるのではないだろうか．

近年，混合型研究法が注目されている．混合型
研究法は，「研究課題をより深く理解するために，
量的研究および質的研究を組み合わせて使う」研
究アプローチであるという（抱井・成田，2016）．
今後，研究法に関する検討も求められる．
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